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学位論文内容の要旨

結言

  歯周炎の発生と進行に1よ、ブラーク、特に歯肉縁下キu1
凶とその代謝産物が、亜要な 役割を県たしていることが
Iリ，1らかにされてきている。近cl、亜度岱周炎心者の歯周
ポケット内からグラム陰性嫌気性桿菌が，多敏検出され、
なカゝでbPorphyromonas，Kin＆ivaliS．£revotellaint
crmedi！．△ctinobacil！り！act．inomycetemcomitansb'注
目されている。特に、旦よSinivali！は、成人性歯周炎
也者の病巣瑚jから、P一ニHintermedia．は成人性歯周炎の深
い淑J｜q；i：ケッ｜、から、また、△よactinomycetemcomitan
sは、限局型若年性歯．角炎也者から多数検出されると報告
されている。
    しかしこれらのギR告は、璽度歯周炎患者のボケ・ソト内
からある診査時にのみ試料を，採取して調ぺているにすぎ
ず、健康な歯周組織から歯肉 炎さらに歯周炎へと歯周疾
患が進行していく過程を、同 一の被験者で継続的に調べ
ている研究はほとんどナょい。
    一方、也周炎と咬合性外傷が合併すると歯周′炎の進行
を急速化し、高度な歯周組織破壊を，引き起こすと考えら
れでいるが、その際のボケッ ト内細菌を調ぺた報告はな
  く、歯周組織の炎症性破壊と外傷性破壊が合併した時の
  オ：ケット内細菌の様相は全く不明ナよのが現状である。
    そこで、本研究は歯周炎の発生・進行に伴う歯周組織
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の破壊とポケ・ソト内紬菌の【韜係を明かにする目的で、サ
ルの健廠な櫨周組織に実験的歯周炎を誘発し、さらに咬
合性外傷を合Dfさせ、識周疾也の進行にf半って生じる臨
床的変化と、P．S！ng！！！！！s．P． A． acti

flomycetetncomitansを代表とするポケット内キul菌の関係を

間接螢光抗体法を用いて検討した。

    ゙ 材料と方法  ．

  1、実験動物と実験方法；゛実験動物にはオスのカニク

イザル2頑を用いた。実験前3週｜瑚を準備jリj間とし、2日に

1度の割合でbrushj j¥gとscalingを行い、サルのm周糾織
を臨床 的に健康にした。実験j舛問は16逃問とし、softd

ietを与え、口腔消掃は一切行わ´なかった。被験おB位は臼

歯を3っに分類し、I群は処駿を行わなかった綿糸非結紮

む1、u i：Iは檄頚瑚5に繍糸を結紮した射8糸キ古紮j：t、iu iiは
1I群と 同様に綿糸を結紮し、さらに歯間隣接面に矯正用

elasticをj中入して側方からj iggl iiigtypeの外傷カを加

えた、綿糸結紮と矯正用elastic抑入群とした。
  2、検索方法；実験Bお始から0．2．4．8．12．16週に以下の

検索を 行った。臨床的診査は、口腔内カラー写輿撮影、

Plaque  Index（PI1’)、  Gingiv al  Index（GI）、  Probing Poc

ket  Depth（PD）、  Clinical  At tachmerit  Loss（AL）、．Bleed
ing on Probing（BP）、X線規格撮影を行った。キ．IB菌学的

診査は、被験部位の歯肉縁下プラークをpaper  pointで採

取して 試料とし、位相差顕微筑による採取試料中の総菌
数の算 定、落射型螢光顕微筑を用いた間接螢光抗体法に

よる採取試料中の呈よAinSivalis、Pよintcrmedia、A.
actinomycet emcomitansの菌数および総菌数に対する割
合を求めた。
    結果と考察
  I群は、P1l、Gl、BP、PDが増加したが、ALと骨吸収｜よ
きわめて極わずかで誤差の範囲であり、歯肉炎は発生し
たが歯周炎にまでは進行しなかったと考えられた。採取
試料中の総菌数は実験Bお始時より土曽加したが、前3己3細
菌の総菌数に占める凶致と割合はほとんどi曽加しなかっ
た。



  H群は、臨床診査項目すべてI群より有意に増加して
おり、特にALと骨吸収は著名で、歯周炎が発生したと考
えられた。試料中の総菌数は実験開始時の約10倍まで増
加し、I群と比較するとかなり高い値だった。前記3細
菌の菌数と割合もI群より有意に増加していた。これら
から、試料中の総菌数および前記3細菌の菌数と割合は
歯周炎と関連があると考えられた。
  m群は皿群とPl1、GI、BPおよびPDに差はほとんど見ら
れなかったが、ALと骨吸収はn群より有意に増加してい
た。これらの所見は、綿糸結紮による歯周炎と矯正用el
as tic挿入による咬合性外傷の合併により、高度な歯周炎
に進行したことを示していると考えられた。総菌数およ
び前記3細菌の菌数と割合はそれぞれI群より有意に増
加したが、H群との問に有意差は見られなかった。これ
は、矯正用elastic挿入によって生じた咬合性外傷は歯周
炎の進行を速めるが、ポケット内の総菌数および前記3
細菌の菌数と割合にあまり大きな影響を与えていないと
考えられた。
  歯周炎に罹患したn・m群にっいて、各測定期間にお
ける1週間あたりのALを経時的に観察すると、ALの進行
の速い急性進行期、中程度の慢性進行期、ほとんど進行
しない静止期の3つに分類できた。各時期にっいて採取
試料中の総菌数に占める前記3細菌の割合を比較検討す
ると、豊」  8ingivalisは急性進行期に増加し、慢性進行
期には減少傾向を示し、静止期にはさらに低い値を示し
た。P．intermediaは急性進行期に増加したが、慢性進
行期と静止期においても滅少せず高い値を維持していた。
A．actinomysetemcomitansは急性進行期から慢性進行期
にかけて増加し、慢性進行期から静止期にかけては滅少
していた。このことから、呈ユSinE:ivalisとA‐actino
mysetemcomitansはALの進行と関連が深いのに対し、P.
intermediaは 関 連 が 少 な い と 考 え ら れ た 。
  歯周炎は、細菌と宿主の防御反応である炎症が歯周組
織の破壊に複雑に関与している多因子性の感染症であり、
その進行を細菌の増殖という一因子のみで解明するのは
困難である。今後さらに他の因子、，他の細菌を含めて長



期間 にわ たるより詳細ナょ研 究が必要と思われる。

    結諭

  サルに実験的歯周炎と咬合性外傷を誘発し、歯周疾患

の進行に伴う臨床的変化とポケ・ソト内細菌の関係を検討
し た 結 果 、 以 下

  1、綿糸結紮

ポケ・ソト内から

旦： E;in8！！！lis

の所見が得られた。

を行わナょかったI群は歯肉炎の状態で、

採取した試料中の総菌数は増加したが、
.   P .   in termed ia.   A .   actinomycet emc

omitansの菌数と割合はほとんど増加していなかった。

  2、綿糸を結紮したH群は歯周炎が発生し、採取試料

中の総菌数および前記3細菌の菌数と割合はI群より有

意に増加しており、これらが歯周炎と関連のあることが

示唆された。
    3、綿糸結紮と矯正用elastic挿入を行ったm群はu群

より高度の歯周炎に罹患したが、採取試料中の総菌数と

前記の3菌種はn群と比べて差は少なく、咬合性外傷は
歯周炎の進行を急速化するが、ポケ・ソト内の細菌叢に与

える影響は少ないことが示唆された。

    4、各測定期間毎における1週間あたりのALをその進
行程度から観察すると、急性進行期、慢性進行期、静止

期に分類できた。

    5、ALの進行と前記3細菌の割合の経時的推移から、

．！ニーL gingivalisとA．actinomヱcetemcomitansはALのi堕行
と関連が深いこ と が 示 唆 さ れた が 、 P． intermediaは こ

れらに比べて関連が少ナょいと考えられた。
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iLt行にfニI：′jて生じるC餌r.iミrĺ ，」変化と、  ヒ．g．i！！g．ivtil！≦．  ヒ．工旦Lc．rincdi旦

坐 ．  actinom l)ycetcmcomi tarlsを 代 表 と す る ポ ケ ・ ソ ト rJく J銅 ‖ 菌 の I堋 係 を 川

按螢光抗←お法をJ・f亅いて検討した。

【材料と方法】

  実験鋤4勿にはオスのカニクイザル2頑を川いた。実験・『IH3遡川を

itK0f8jリ｜ 川 と し 、． サ ル の 翻j川 組ll蔽を 代IEJ！ にする 日rÍ 、 Jで、ブ ラ・ッ シンク゛

とスケーリングを行った。実験！リJI・；i1は16迎川とし、sortdietを！1

え、口腔tii掃は行わなかった。被j験瑚5泣は臼歯（P2．M1．M2）を37！f

に分類し、Ij：fは特別な処置を行´わなかった綿糸非結紮111、n7；Iは

歯頸部に緬j糸を結紮して炎症を誘発した綿糸結紮i洋、nll！fは約i！糸を

    ′’’

結紮し、さらに歯1閉隣接面に矯正用工ラスティ・ソクを訂｜人して外f翁

カを加えた紺n糸縦f紮と矯正用エラッ、ティ・ソク訂「｜人i：Iとした。

  診査は各陂！験歯の近心・遮心・9m側［1：J火・舌n！Ij［lJ火の4刋5位で行

った。I窺床的診査は、匚IJ性内カラ―写真撮彫、Pl‘1qLIclndcx（1’1｜）、

Gingival  Indcx  （GI）、  Probingl）ocketDeI）th  （PD）、  Clinical

AttachmentLoss（AL）、BleedingonProbing（BP）、X線規格17はj彫

を行った。署lII菌学的診査tよ、被験部位の歯肉縁下プラークをぺーパ

ーポイントで採取して試料とし、位梱差珂i微鏡による採取3】℃料IIIlの

総菌数の算定、落g・，J型螢光跚微鏡を川いた鬮接螢光抗体法に．亅こる

A. ac L i riomycc L cmcomi L a ri s   cの iTii数2I‘j

よび総嶐i数に対する割合を求めた。

【結ヨミと考察】

  11洋で は、 Pll、 GI、13P、PDはi曽加したがALと骨吸収は生じず、

歯 肉炎の 段階 にとど まり 歯周炎 にま で避行 して いなかった。総nq数

は j曽 加 し た が 、 前 "己 3細嶐 jの i掻 数 と 割 合は 増 加 し な か っ た。

  11i！fでは、c髭5J米診査Jli三Iすべて17：fより脅意にJ冊加しており、！｜り

にAI．と骨1馼収は著Iリ亅で、由＾q炎が発ノニヒしていた。総t｜｜数は約10「；Iに

J竹カ‖し、ciij iitl3細菌の凶数と総i織数に対する割合・b11：fよりf］．意に
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亅・曽加した。

    IIl私 fは 、 Hi！ fと 上 ヒ べ て 1’ lI、 G！ 、 13Pお よ び PDに 亘 を fよ な カ ゝ っ た カ r、

Aしと骨吸収は有意にj伽加し、高度な出周炎に避行していた。総f’向敬

お よ び nij iiL13キ 川 嶐 iの 嶐 ！ 数 と 剖 合 は そ れ ぞ れ 1餅 よ り ． 灯 意 に jf1川 し た

が 、 l・ If； fと の 川 に 有 意 差 は な か っ た 。 以 上 の 紺 ； ！ 艇 か ら 、 総 旧 よ 2お ． ． L

び nij記 の 3キ 川 酒 の 嶐 j数 と 剖 合 は 街 周 炎 の 逃 行 と ｜ 災 j迎 す る こ と 、 1唆 台

性外傷は歯周炎の逃行を迎めるが、ポケ・ソト内の総凶数およびnif紀

3細嶐｜の嶐1数と割合には大きな彫響を与えなぃことが示唆された。

    u・ 山 i洋 に っ い て 、 各 川 定 Jリ Jf甜 Jに お け る 1迥 ｜ 墹 あ た り の Al， を 経 ‖ ヤ

rI勹 に 観 察 す る と 、 AI， の 避 行 の 述 い 急 性 避 行 jリ J、 巾 1呈 度 の 慢 t生 避 行 j9｜ 、

ほ と ん と ． 避 行 し な ぃ ヵ ァ 止 Jリ Jの 3っ に 分 灯 tで き た 。 各 ‖ ｜ jWに っ い ， て nむ

記3紬菌の総菌数に占める割合を比較検討すると、P．虹ngvalisと

坐．！！！！nQ！！！Z！Q！Q！！Q』！！！n≦fよ急倒：逆行jWから’f受性避行jリJにj竹カ‖し、

慢 性 避 行 】 リ 1か ら 静 止 j叭 に は 繊 少 し た 。 P． jn！ ！ ［ m！ diaは 急 性 避 行 Jリ Jに

は 増 加 し た が 、 慢 セ 量 三 避 行 j舛 と 々 p止 jWに な っ て も 滅 少 せ ず 高 Lヽ 位 を キ 他

持 し て い た 。 こ の こ と か ら 、 ヒ， g！ ngiy！ ！ ！ sと A， 壘 立 上且 ！ Q坐 竺 ！ 里！ 豊 旦 豊 里ニ

mi LansはALの避行と{矧述が深Lヽ こと、P， _icitermcclia

が少ないことが考えられた。

は比゛交n′、Jf矧睦

  以上の研究内容にっいて、主査および雨lJ査から越礎rÍ 、J、

迎到｛項と将来展望にっいての質間がなされたが、提出者は

快かっ適切なヵギ答を示した。

1：虹床ń 、J『災J

  本研究は歯科医学の発展に十分貢献するものであり、嚮査のllI‖よ、

密査担当者全員によって、本研究の論文は歯学}導士の学位を授与さ

れるものとしてイ直することが認められた。
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